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MANABI NO HIROBA

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

北秋田市 
教育委員会 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANABI　NO　HIROBA

MANABI NO HIROBA

故郷は近くにあって訪ねるもの

前田公民館�「前田地区のいいところ『さんぽ・散歩』」

▼ 

　
史
跡
や
自
然
環
境
保
全
地
域
な
ど
地

域
の
い
い
と
こ
ろ
を
観
て
歩
き
ま
し
た 

　表題の前田公民

館定期講座第１回目

が６月５日行われ、前

田小又、冷水地区のいい

ところを散歩しました。 

　参加者は１４人。桂の大木の根本から湧き出る冷水、

福寿草の群生地、各屋々の庭の木や花・盆栽・林道添い

の馬頭観音像や湯殿山石碑、そして沢山の草花などの

歓迎を受け、ハイライトの小又風穴地帯を一周しました。 

　冷んやりした空気とグリーンシャワーを浴びながら、

自然観察指導員・加賀隆之さんの説明を受け、亜高山植

物のベニバナイチャクソウ・フジノマンネングサなど

を観賞、約５㌔の道程を楽しく“さんぽ”しました。小又

風穴は昭和５７年に秋田県自然環境保全地域に指定さ

れています。皆さんも一度歩いてみませんか。 

   

　
平
成
20
年
度
成
人
式
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。 

開
催
日
　
８
月
15
日（
金
） 

場
　
所
　
北
秋
田
市
文
化
会
館 

対
象
者
　
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
市
内
中
学
校
卒
業
者
及
び
市
内
在

住
者
　
※
個
別
に
通
知
を
差
し
上
げ

て
い
ま
す
が
、
該
当
す
る
方
で
通
知

が
届
い
て
い
な
い
場
合
な
ど
は
７
月

25
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

日
　
程 

▽
受
付
13
時
50
分
〜
▽
式
典
14
時
30

分
〜
▽
記
念
講
演
15
時
10
分
〜
▽
記

念
撮
影
16
時
20
分
〜
▽
主
催
／
北
秋

田
市
、北
秋
田
市
教
育
委
員
会 

◎
お
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
�

62-

６
６
１
８ 

    

　
平
成
20
年
度「
家
庭
教
育
支
援
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。 

▼
８
月
27
日（
水
） 

会
場
　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
　

時
間
　
10
時
30
分
〜
15
時 

内
容
　
「
子
育
て
・
親
育
ち
講
座
の
企

画
・
運
営
方
法
」「
地
域
の
家
庭
教
育
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」（
講
師
＝
秋
田
大

学
教
育
文
化
学
部
教
授 

望
月
一
枝
氏
）

／
事
例
研
究
会（
演
習
・
情
報
交
換
） 

▼
10
月
25
日（
土
） 

会
場
　
秋
田
県
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
ユ
ー
ス
パ
ル
）秋
田
市
寺
内 

時
間
　
13
時
〜
17
時
　 

内
容
　
「
父
親
の
家
庭
教
育
参
画
の

重
要
性
に
つ
い
て
」（
講
師
＝
仙
台
市

お
父
さ
ん
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
世

話
人
・
石
垣
政
裕
氏
）
／
「
地
域
に
お

け
る
『
お
や
じ
の
会
』
の
現
状
に
つ
い

て
」（
講
師
＝
県
内
各
地
域
の
お
や
じ

の
会
代
表
者
） 

▼
平
成
21
年
１
月
20
日（
火
） 

会
場
　
秋
田
県
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー 

時
間
　
10
時
30
分
〜
15
時
　 

内
容
　
「
企
業
に
お
け
る
家
庭
教
育

支
援
の
現
状
」（
講
師
＝
県
内
企
業
代

表
者
）
／
今
年
度
の
成
果
と
課
題
（
情

報
交
換
）／
閉
講
式 

※
交
通
費
・
昼
食
代
は
各
自
負
担
と

な
り
ま
す
。 

■
主
催
　
秋
田
県
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課 

◎
お
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
　

生
涯
学
習
課
�

62-

６
６
１
８ 

　
佐
竹
署
山
は
、
第
８
代
秋
田
藩
主
佐
竹
義
敦

（
１
７
４
８
│

１
７
８
５
）の
画
号
で
、洋
風
画
家
。

署
山
は
、洋
風
画
を
学
ぶ
以
前
か
ら
、狩
野
派
の

筆
法
で
老
松
を
好
ん
で
描
い
て
い
ま
す
。
そ
の

老
松
を
土
台
に
し
て
陰
影
法
を
取
り
入
れ
松
を

描
い
た
作
品
が
多
く
、
こ
の
絵
は
そ
の
代
表
的

な
作
品
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
秋
田
蘭
画
」（
秋
田
魁
新
報
社
）
で
は
、
こ
の

作
品
に
つ
い
て
、次
の
よ
う
に
解
説
・
評
価
し
て

い
ま
す
。 

　
「
（
中
略
）
近
い
視
点
で
拡
大
描
写
し
た
根
上

が
り
松
が
対
角
線
上
に
画
面
を
二
分
し
、
和
洋

折
衷
の
画
法
に
よ
る
巨
大
な
樹
幹
は
大
胆
で
迫

力
が
あ
り
、
署
山
の
松
の
描
写
に
対
す
る
自
信

に
満
ち
た
態
度
が
う
か
が
わ
れ
る
。
樹
間
か
ら

延
び
る
曲
折
し
た
枝
は
、
極
端
な
遠
近
法
を
用

い
て
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
上
に
署

山
写
生
帖
の
な
か
に
あ
る
赤
い
唐
鳥（
イ
ン
コ
）

と
同
じ
鳥
が
止
ま
っ
て
い
て
、
不
思
議
な
雰
囲

気
を
か
も
し
だ
し
て
い
る
。 

　
一
方
、前
景
の
老
松
と
は
異
な
る
視
点
で
、同

樹
下
方
の
背
後
遥
か
彼
方
に
広
が
る
銅
板
画
風

の
写
実
的
な
遠
景
は
、
強
い
前
景
を
ひ
と
き
わ

浮
き
立
た
せ
効
果
的
で
あ
る
。」 

　
絵
は
横
手
市
に
あ
る
秋
田
県
立
近
代
美
術
館

に
展
示
さ
れ
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
他
に
署
山
の
作
品
と
し
て
、「
湖
山
風

景
図
」「
老
松
図
」「
佐
竹
署
山
写
生
帖
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。 

▽
平
成
15
年
５
月
29
日
国
指
定
重
要
文
化
財 

　
　
　
＊
　
　
　
　
＊ 

▽
資
料
／「
秋
田
蘭
画
」（
秋
田
魁
新
報
社
）／「
在

県
秋
田
の
美
術
と
文
化
第
一
冊
」（
学
習
研
究
社
）、

他 ▽
協
力
者
／
木
村
正
彦
氏
（
米
内
沢
）
、
北
秋
田

市
鷹
巣
図
書
館
▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財

保
護
審
議
委
員
　
照
内
捷
二 

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

５

﹁
絹
本
着
色
松
に
唐
鳥
図
﹂

所
在
地
・
阿
仁
前
田
字
八
幡
森  

所
有
者
・
庄
司
千
代
松
氏（
東
京
都
在
住
） 

 

平
成
20
年
度
北
秋
田
市
成
人

式
を
開
催
し
ま
す

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座

■
全
県
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル 

申
込
期
限 

　
「
団
体
の
部
」
、「
家
庭
の
部
」
と

も
に
８
月
15
日
（
金
）
必
着
／
実

施
要
項
及
び
申
込
用
紙
は
中
央

公
民
館
、
鷹
巣
地
区
館
、
合
川
、
森

吉
、阿
仁
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。（
写

真
５
枚
添
付
） 

参
加
対
象 

【
団
体
の
部
】 

　
幼
稚
園
、
保
育
所
、
学
校
部
門
、

道
路
花
だ
ん
部
門
、
自
治
会
・
町

内
会
部
門
、
子
供
会
部
門
、
企
業
・

施
設
部
門
、
婦
人
会
・
老
人
ク
ラ

ブ
部
門 

【
家
庭
の
部
】 

　
家
族
で
作
っ
て
い
る
花
だ
ん

を
対
象
と
し
ま
す
。 

審
査
方
法 

　
９
月
中
旬
頃
に
す
べ
て
の
応

募
団
体
を
現
地
審
査
し
、
10
月
下

旬
（
予
定
）
に
表
彰
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
家
庭
の
部
は
書
類
・
写
真

審
査
の
み
と
な
り
ま
す
。 

■
北
秋
田
市
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

募
集
対
象 

【
団
体
の
部
】
　
職
場
、
グ
ル
ー
プ
、

自
治
会
、
学
校
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子

ど
も
会
、婦
人
会
等 

【
家
庭
の
部
】　
個
人
又
は
家
族 

応
募
方
法
　
実
施
要
項
及
び
申

込
用
紙
は
中
央
公
民
館
、
鷹
巣
地

区
館
、
合
川
、
森
吉
、
阿
仁
公
民
館

に
あ
り
ま
す
。（
写
真
添
付
） 

申
込
期
限
　
８
月
15
日（
金
） 

審
査
・
表
彰
　
９
月
中
旬
に
す
べ

て
の
応
募
団
体
を
現
地
審
査
し

表
彰
を
10
月
下
旬
（
予
定
）
に
行

い
ま
す
。 

   

①
︻
『
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
﹄
で
か
わ
い

い
小
物
づ
く
り
︼

期
日
　
７
月
26
日
（
土
）・
８
月
５

日
（
火
）
　
時
間
／
午
後
１
時
〜

４
時
（
両
日
と
も
）
※
２
回
の
参

加
で
も
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
参
加

で
も
大
丈
夫
で
す
　
場
所
／
阿

仁
公
民
館
（
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン

タ
ー
）
　
講
師
／
菅
原
知
明
さ
ん

内
容
／
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で
作
る

夏
の
小
物
（
初
心
者
向
）
　
参
加

費
／
５
０
０
円
　
定
員
／
15
人

そ
の
他
／
持
ち
物
な
ど
の
詳
細

は
受
講
者
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す 

         

②︻
初
め
て
の﹁
エ
ク
セ
ル
関
数
﹂︼

期
日
／
７
月
29
・
30
日
　
時
間
／

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分 

※
で
き
る
だ
け
上
記
２
日
間
の

出
席
が
可
能
な
方
　
場
所
／
阿

仁
公
民
館
（
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン

タ
ー
）
　
内
容
／
エ
ク
セ
ル
の
簡

単
な
関
数
と
ピ
ポ
ッ
ト
テ
ー
ブ

ル
で
の
デ
ー
タ
処
理
　
対
象
／

エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た
こ
と
の
あ

る
方
で
、
関
数
初
心
者
の
方
　
参

加
費
／
無
料
　
定
員
／
５
人 

 

平
成
20
年
度
全
県
・
北
秋

田
市
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー

ル
参
加
者
募
集

◎
申
込
み
・
問
合
せ 

中
央
公
民
館
�

62-

１
１
３
０ 

阿
仁
公
民
館
講
座
募
集

◎
申
込
み
・
問
合
せ 

阿
仁
公
民
館
�

82-

２
２
２
０ 

コースターと一輪挿し 

け
ん
ぽ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く
ま
つ
に
か
ら
ど
り
ず

国
指
定
重
要
文
化
財（
絵
画
） 

 

佐
竹
署
山
筆

し
ょ
ざ
ん

よ
し
あ
つ 

佐竹署山筆 

「絹本着色松に唐鳥図」

か
の
う 


